
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「子どもコミュニティーセンター」とにこにこワークショップ 

 

                         子どもコミュニティーセンター長 

古川 美枝子 

 本学での子育て支援は生涯学習講座の一つとして保護者を対象に託児を併設して始まりました。その後、親子 

を対象に「遊びの広場」となり、2011年から子育ち・子育てワークショップ「にこにこワークショップ」となり 

ました。 

 今までは人間発達学部の研究所が運営していましたが、今年度からは、子どもコミュニティーセンターが運営 

することになりました。子どもコミュニティーセンターは、名古屋芸術大学の一組織と設置されました。設置目 

的を「子育ち・子育て支援、子ども主体のコミュニティーの創造にかかわる研究・実践を通じて本学の幼児教育 

の維持、向上に努め、かつ社会の保育教育活動に寄与するため」とし、音楽学部・美術学部・デザイン学部・人 

間発達学部の教員で運営することになりました。子どもとは児童福祉法で 0歳～18歳までと位置付けられていま 

す。子どもの育ちを支えるのは保護者の養育だけでなく、子どもが生活する地域で、いろいろな世代の方々との 

交流がとても重要となります。芸術大学の特徴を生かし、世代間交流も含めた子どもコミュニティーの在り方を 

全学部一体となって考えて行きたいと思います。 

「にこにこワークショップ」は場所を 11号館 1階に移転して 1年になりました。乳幼児の様々な活動に適し 

たようにと作られたのですが、子ども達が生き生きと遊んでいる姿や、担当の先生方と親しく会話されているお 

母さん方を見ると環境設定の大切さ、居心地の良い場所の必要性を改めて感じています。 

このワークショップが参加者の皆さん・学生・教職員が子どもとともに育ち会っていける場所となるようにして 

いきたいと思います。 

                     

この「にこにこ通信」の見出し絵を描いてくださっている 

名古屋芸術大学の卒業生 絵本作家 かつらこ さん作成して 

くださいました。 

「大きな水色の魚をお母さんが 10匹の子猫に食べさせてあげ 

ようと、真ん中に置かれた魚の周りに子どもたちを抱きかかえ 

るように集め、これからみんなで魚を食べるところです。」 

「親の愛情を子どもたちにいっぱい注ぎ、子も育ち親も共に 

育ち合いましょう」という、「にこにこワークショップ」に 

ふさわしい絵となるようにと、描いてくださいました。 

2013年度「にこにこワークショップ」               〈１１月発行 〉 

〈発行〉名古屋芸術大学 

子どもコミュニティーセンター 

 

 

「にこにこワークショップ」の、部屋

の入口にあります木製看板をご存じ

ですか？  

 



 

 

  

                      

 

     

    

9時 30分 部屋の開放              

  

10時から 始まり時間 

 

 

 

 

 

 

 

10時 45分 かたづけ 

 

 

11時から 

 

 

 

 

 

 

 

11時 30分  手遊び・絵本・紙芝居 

 終わりの時間  

 

  

                             

              

 

 

 

≪にこにこワークショップの一日≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

１１月２０日現在 

 親子の登録数 １１０組 

 学生登録数   ２９名 

保護者の方には、

当日の感想を書い

ていただきます。 

「自由な遊び」 
 室内の気に入った遊具を使って自由に遊びます。2 歳前後のお子さんは、お母さんが近
くにいることで安心して遊びます。まだまだ、一人遊びや遊具を転々と移りながら遊びます
が、自由に遊ぶ中で、自分のしたいことを楽しんだり、同年齢の子どもとの出会いのなかで
のいろいろな気づきをしていきます。好きな遊具でいっぱい楽しませてあげてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「テーマ遊び」 

３つのテーマが設定してありますが、お子

さんにさせることではなく、まずは、お母

さんが楽しんでいただくことです。 

「みんなで一緒に」ということが、まだ分

からない年齢です。お母さんが楽しんで参

加していただくことで、子どもはみんなで

することが楽しいということを知ってい

きます。我が子が参加しないからと言っ

て、あせらないでくださいね 

 

 

 

戸外で遊ぼう 

大学内の環境を生かし、芝

生で体を動かして遊んだ

り、ワークショップ内の砂

場・水遊び場で季節の遊び

を楽しんだりします。 

 

作って遊ぼう 
お母さんが作り、お子
さんが作ったもので
遊ぶことが主となり
ます。一部お子さんの
できることも取り入
れます。 

一緒に遊ぼう 

歌ったり踊ったり、
体操したり、ゲーム
など、みんなでする
遊びを楽しみます。 

 

 

 

大学の先生による
ミニミニ講座 
世代間交流などの 
開催は、「テーマ遊
び」の時間帯に行い
ます。 

学生が「自由な遊び」

で一緒に遊んだり、「テ

ーマ遊び」で関わった

り、手遊び・絵本・紙

芝居をしたりしますの

で、よろしくお願いし

ます。 

 学生食堂が利用できます。 

 



「ミニミニ講座」 

201３年度 開催講座 

 

 

  

 

   ≪参加者からの声≫ 

 

 

       

 

 

 

    

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

        

          

  

 

 

                                             

 

 

   

 

「３ケ月・３歳・３年」  10月 31日（木） 

        佐藤 勝利先生（人間発達学部） 

〇先生のお話を聞き、すべての成長は一つ一つの

積み重ねと学び、日々の子どもの成長には意味

があることを改めて感じました。 

○子どもと遊びながらで、落ち着いてお話が聞け 

ませんでしたが、子どもの成長を楽しみに、赤

ちゃん返りをし 

た時にもゆっく 

り子どもを見て 

いきたいです。     

 

 

 

 

 

 

 

「楽器であそぼう」   

古川 美枝子先生（人間発達学部） 

〇音楽があることで子どもが楽しめること

ができ、また家にある物で簡単に楽器を作

ることができることを知り、家でもやって

みようと思った。 

〇自分でも作れる楽器、とても 

参考になりました。       

〇年齢が低くても歌も、楽器 

も楽しめることを知りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別相談について・・・・・」 星 三和子先生（人間発達学部） 

 11 月 6 日（水）「にこにこワークショップ」の部屋に来ていただ

き、今後の予定をお母さん方にお話いただきました。12 月・1 月

の月 1回個別にご相談を受けていただけることになりました。 

  

「ゼミ学生と共に・・・・」 

１２月５日（木）１１：００～１１：３０ 

   南 元子 先生とゼミ学生 

（人間発達学部） 

     「がんばれ！こぶたちゃん」 

 ーおどって、にげて やっつけろ！ー 

 

 「音楽療法から・・・・・ 

クリスマス会を」 

１２月１２日（木）１０：４０～ 

 伊藤  孝子 先生   （音楽学部） 

「ミニミニ講座」 

１１月２７日（水）１１：００～ 

 茶谷  薫 先生  （人間発達学部） 

「子育てと家族のサイエンス」 

詳しい内容等は、 

その都度お知らせいたします。 

皆さんのご参加をお待ちして 

おります。 

 

「ミニミニ講座」は、名古屋芸術大学のすべて

の学部（音楽学部・美術学部・デザイン学部・

人間発達学部）の先生方が、専門分野からお話

してくださいます。 

♪こぶた たぬき  

  きつね ねこ♪♪ 

♪ぶぶぶ ぽんぽこぽん 

 こんこん にゃあお♪ 

 



  

 

〇世代間交流…昨年度から行っています。地域の高齢者の方たちとの触れ合いを楽

しみましょう。1 月 9 日（木）の「にこにこワークショップ」の日

に開催します。詳細については、後日お知らせいたします。 

〇歓送会   2 月 19 日（水）に予定をしております。内容等は、決まり次第お

知らせいたします。 

       

 

《にこにこワークショップ開催日》 （後期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

今 後 の 予 定 

【お願い】 

 ベビーカー・

自転車置き場 

11号館（「にこに

こワークショッ

プ」の部屋）入

口南側です。 

外からテラスに

行く入口に置い

てください。 

 

 

 

 

 

    

11号館 

     入口   

11 号館の建物内

には、置かない

ようにお願いい

たします。 
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